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読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・�
�

あ
ら
か
わ



個
性
豊
か
な
地
域
の
図
書
館
と

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

荒
川
区
に
は
、
中
央
図
書
館
（
４
ペ
ー
ジ

参
照
）
と
４
つ
の
地
域
図
書
館
、
２
つ
の
図

書
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

南
千
住
図
書
館
は
、
荒
川
区
の
歴
史
を
学
べ

る
郷
土
資
料
館
「
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
」

を
併
設
し
、「
俳
句
の
ま
ち 

あ
ら
か
わ
」
に

ち
な
ん
だ
松
尾
芭
蕉
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
宮
前
公
園
内
に
建
つ
尾
久
図
書
館

は
、
散
歩
の
途
中
に
立
ち
寄
り
や
す
く
、
四

季
折
々
の
花
を
眺
め
な
が
ら
読
書
が
で
き
る

テ
ラ
ス
席
が
あ
り
ま
す
。
都
営
住
宅
２
階
の

町
屋
図
書
館
は
、
近
隣
保
育
園
や
中
学
校
と

の
連
携
事
業
、
荒
川
区
ゆ
か
り
の
ぬ
り
え
画

家
・
蔦
谷
き
い
ち
氏
の
ぬ
り
え
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
暮
里
図
書
館
に
は
吉
村

昭
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
吉
村
氏
の
自
筆
原

稿
の
複
製
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
汐
入

と
冠
新
道
に
あ
る
図
書
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
絵
本
や
実
用
書
が
主
体
の
小
規

模
な
分
室
で
す
が
、
区
立
図
書
館
が
所
蔵
す

る
資
料
の
取
り
寄
せ
や
返
却
が
で
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
図
書
を
提
供
す
る

「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」

「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」
は
、「
読
書

を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
宣
言
に
あ
る

「
本
が
身
近
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践

す
る
事
業
の
１
つ
で
す
。
区
の
施
設
及
び
ご

協
力
い
た
だ
け
る
飲
食
店
な
ど
の
民
間
施
設

に
図
書
館
の
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
を
設
置
し
、

誰
も
が
い
つ
で
も
本
に
触
れ
ら
れ
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
施
設
は
５
月
現
在
で

72
カ
所
あ
り
ま
す
。

荒
川
区
立
図
書
館
と「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」

南千住図書館

尾久図書館

地域図書館・図書サービスステーション

南千住・尾久・町屋・日暮里図書館、
汐入図書・冠新道図書サービスステーション

開館時間：火曜〜金曜９時〜
19時30分（サービスステーショ
ンは９時30分〜）（土・日曜、祝
日、臨時開館日は〜17時）（南千
住図書館は土曜〜19時30分）

休館日：月曜（祝日の場合は翌日
以降の平日）、館内整理日、年末
年始、特別整理期間ほか

令和６年５月２９日 

 

汐入図書ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

町 屋 図 書 館 

南 千 住 図 書 館 

ゆいの森あらかわ 

尾 久 図 書 館 

冠新道図書ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

南千住駅 

日暮里駅 

西日暮里駅 

町屋駅 

三ノ輪駅 

素戔雄神社 

尾久八幡神社 

三河島駅 

荒川二丁目駅 

日暮里図書館 

  

あらかわ街なか図書館 

公公衆衆浴浴場場  
D1 梅梅のの湯湯 

□□飲飲食食店店等等 
E1 喫喫茶茶ミミヨヨシシ  

E2 つつくくねねやや 229922  

E3 どどんん平平

E4 ブブララッッククホホーールルココーーヒヒーーロローーススタターー 

E5 洋洋菓菓子子セセキキヤヤ  

E6 おおぐぐセセンンタターー  

E7 珈珈琲琲・・オオンンリリーー  

E8 知知味味菜菜房房  

E9  モモリリタタヤヤ酒酒店店  

E10 都都電電カカフフェェ  

E11 テティィーールルーームム・・フフェェルルメメーールル  

E12 nniiiiggaattaa..ssttyyllee__MMAASSAATTOO  

E13  喫喫茶茶  疎疎開開ササロロンン  

E14 ままどどゐゐ荘荘  

E15  私私ととここどどももとと絵絵本本 CCaaffee  

そそのの他他店店舗舗 
G1 ハハロローーククリリーーニニンンググ  

G2  第第一一勧勧業業信信用用組組合合  尾尾久久支支店店  

G3 ふふととんんのの店店  おおかかももとと 8899  

G4  三三田田理理容容室室  

G5  メメガガネネののササトトウウ  

■そそのの他他施施設設 
H1 子子どどもも村村  中中高高生生ホホッッととスステテーーシショョンン  

H2 おおややつつ食食堂堂ふふららっっとと♭♭  

H3  ててららぴぴああぽぽけけっっとと  

H4  ほほっっここりりアアイイラランンドド  

H5 尾尾久久ののははららっっぱぱ  

H6  ブブラランンシシエエーールル日日暮暮里里  

   
  

あらかわ街なか図書館 

病病院院  
C1 荒荒木木記記念念リリババーーササイイドド病病院院  

C2  南南千千住住病病院院  

C3 磯磯医医院院 

 

C4 ままるる福福ホホーームムククリリニニッックク  

 

  

あらかわ街なか図書館 

●●公公共共施施設設  

A1 生生涯涯学学習習セセンンタターー  

A2 ああららかかわわエエココセセンンタターー  

A3 ききららききらら子子育育てて交交流流ササロロンン  

A4 ササンンパパーールル荒荒川川  

A5 ああららかかわわ遊遊園園ススポポーーツツハハウウスス 

A6 特特別別養養護護老老人人ホホーームム  

ササンンハハイイムム荒荒川川  

A7 特特別別養養護護老老人人ホホーームム  

ググリリーーンンハハイイムム荒荒川川  

A8 荒荒川川区区役役所所（（国国保保年年金金課課）） 

A9 ああららかかわわリリササイイククルルセセンンタターー  

A10 荒荒川川自自然然公公園園  

A11 荒荒川川生生活活実実習習所所  

  

 

A12 ああららかかわわ希希望望のの家家  

A13 ああららかかわわ希希望望のの家家分分場場  

A14 南南千千住住中中部部在在宅宅高高齢齢者者  

通通所所ササーービビススセセンンタターー  

A15 町町屋屋文文化化セセンンタターー  

A16 日日暮暮里里区区民民事事務務所所  

A17  男男女女平平等等推推進進セセンンタターー（（アアククトト 2211））    

A18  障障害害者者福福祉祉会会館館（（アアククロロススああららかかわわ））  

A19 荒荒川川老老人人福福祉祉セセンンタターー 

A20  荒荒川川ささつつきき会会館館  

A21  宮宮前前公公園園  

A22  東東日日暮暮里里地地域域包包括括支支援援セセンンタターー  

A23 荒荒川川総総合合ススポポーーツツセセンンタターー  

A24 荒荒川川区区シシルルババーー人人材材セセンンタターー 

 

  

  

あらかわ街なか図書館 

〇〇ふふれれああいい館館・・ひひろろばば館館  

B1 荒荒川川山山吹吹ふふれれああいい館館  

B2 汐汐入入ふふれれああいい館館  

B3 南南千千住住駅駅前前ふふれれああいい館館    

B4 東東日日暮暮里里ふふれれああいい館館  

B5 石石浜浜ふふれれああいい館館  

B6  南南千千住住ふふれれああいい館館  

B7 荒荒木木田田ふふれれああいい館館  

B8 尾尾久久ふふれれああいい館館  

B9 峡峡田田ふふれれああいい館館  

B10 町町屋屋ふふれれああいい館館  

B11 西西尾尾久久ふふれれああいい館館  

B12 夕夕ややけけここややけけふふれれああいい館館  

B13 西西日日暮暮里里ふふれれああいい館館  

B14 東東尾尾久久本本町町通通りりふふれれああいい館館  

B15 ひひぐぐららししふふれれああいい館館  

B16  熊熊野野前前ひひろろばば館館  

B17  花花のの木木ひひろろばば館館  

  

11  

  

33  

44  

22 

66  
11  

77  

22  

33  

44  

55  

88  

99  

1111  

1122  
1100  

1133  

1144  

1155  

11  

22  

33  

44  

55  

66  

  

11  

88  
44  

11  

55  

33  

99  

77  

66  

1144  

1111  

22  

1122  

1133  

1100  

1155  

1166  

1177  

2211  

1188  

1199  

2200  

2222  

55  

66  

33  

22  
99  

11  

1100  

77  

88  

1111  

44  

1122  

1133  

1144  

1155  

1166  

1177  

33  

  

11  

22  

44  

2233  

2244  

55  

巻頭特集 412_ 再� 24/06/28

荒川区

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

読
書
に
親
し
め
る
ま
ち
を
宣
言

「
読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
宣

言
は
、
学
校
図
書
館
の
充
実
や
、
中
央
図
書

館
で
も
あ
る
「
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
」
の
開

館
（
平
成
29
年
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
取
り
組
み
や
そ
の
精
神
を
未
来
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
、
誰
も
が
読
書
に
親
し

み
、
学
び
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
制
定
し
ま
し
た
。

宣
言
の
理
念
を
一
層
深
め
て

活
動
を
推
進
す
る
条
例
を
制
定

「
荒
川
区
豊
か
な
心
を
育
む
読
書
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）

は
、
こ
れ
ま
で
の
読
書
活
動
に
関
す
る
取
り

組
み
を
更
に
発
展
さ
せ
、
区
民
等
及
び
事
業

者
の
読
書
活
動
に
関
す
る
取
り
組
み
を
促
進

し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
が
生
涯
に
わ
た
り
豊
か
な
心
を
育
む
読
書

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
制
定
し
ま
し
た
。

教
育
や
保
育
分
野
に
お
け
る

取
り
組
み

荒
川
区
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
の
絵
本

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
補
助
を
行
う
な
ど
、

身
近
な
本
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
学
校
図
書
館
で
は
、
図
書
標
準

冊
数
の
達
成
率
１
０
０
％
を
大
き
く
超
え
る

蔵
書
数
を
全
校
で
達
成
し
て
お
り
、
学
校
司

書
を
全
校
に
１
名
ず
つ
配
置
す
る
な
ど
、
学

荒
川
区
は
平
成
30
年
に
「
読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
を
宣
言
し
、そ
の
実
行
性
を
よ
り

高
め
る
た
め
に
、令
和
５
年
、「
荒
川
区
豊
か
な
心
を
育
む
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」を
施
行
し
ま
し
た
。特
集

で
は
、読
書
活
動
の
拠
点
と
な
る
区
内
の
図
書
館
と
、区
民
と
の
協
働
に
よ
る
読
書
活
動
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

校
図
書
館
を
活
用
し
た
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。「
荒
川
区
図
書
館
を
使
っ
た
調

べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
で
は
区
立

図
書
館
と
も
連
携
し
て
お
り
、
読
書
活
動
だ

け
で
な
く
、
探
究
的
な
学
習
の
視
点
か
ら

も
、
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
を
行
え
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ

豊
か
な
心
を
育
む「
読
書
」の
ま
ち
づ
く
り

「「読読書書をを愛愛すするるままちち・・ああららかかわわ」」宣宣言言

読読書書はは「「心心のの栄栄養養」」でですす。。

読読書書をを通通じじてて、、言言葉葉をを学学びび、、考考ええるる力力をを身身ににつつけけ、、感感性性をを磨磨きき、、想想像像力力をを豊豊かかににしし、、

人人生生をを自自らら切切りり拓拓いいてていいくく力力をを育育みみまますす。。

読読書書はは「「夢夢ののタタイイムムママシシーーンン」」でですす。。

読読書書をを通通じじてて、、ああららゆゆるる時時代代のの人人々々のの多多様様なな生生きき方方をを知知りり、、文文明明のの歩歩みみをを知知りり、、宇宇宙宙のの広広ささ、、

未未来来のの世世界界をを知知りりまますす。。

読読書書はは「「魔魔法法のの磁磁石石」」でですす。。

読読書書をを通通じじてて、、人人ととつつななががりり、、地地域域ととつつななががりり、、世世界界中中のの人人々々のの喜喜びび、、悲悲ししみみ、、苦苦ししみみ、、

希希望望ととつつななががりりまますす。。

荒荒川川区区はは、、読読書書をを心心かからら愛愛しし、、読読書書のの素素晴晴ららししささをを未未来来社社会会のの創創造造者者でであありり守守護護者者ででももああるる

子子どどもも達達にに伝伝ええ続続けけるるたためめ、、次次ののここととをを誓誓いい、、ここここにに「「読読書書をを愛愛すするるままちち・・ああららかかわわ」」をを宣宣

言言ししまますす。。

一一 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせををははじじめめととすするる子子どどもものの読読書書活活動動をを推推進進ししまますす。。

一一 若若者者かからら高高齢齢者者ままでで生生涯涯ににわわたたるる読読書書活活動動ををササポポーートトししまますす。。

一一 本本とと人人をを結結びび、、人人とと人人ととががふふれれああうう創創造造性性豊豊かかななココミミュュニニテティィをを醸醸成成ししまますす。。

一一 図図書書館館をを文文化化活活動動のの拠拠点点ととしし、、多多彩彩なな事事業業をを展展開開ししまますす。。

一一 ゆゆいいのの森森ああららかかわわをを中中心心にに、、地地域域図図書書館館、、学学校校図図書書館館、、街街ななかか図図書書館館がが連連携携しし、、

本本がが身身近近ににああるるままちちづづくくりりをを進進めめまますす。。

平平成成３３００年年５５月月２２７７日日 荒荒川川区区

起起草草委委員員会会委委員員長長 柳柳田田 邦邦男男

副副委委員員長長 小小林林 敦敦子子

委委員員 銭銭谷谷 眞眞美美

山山崎崎 一一穎穎

藁藁谷谷 友友紀紀
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個
性
豊
か
な
地
域
の
図
書
館
と

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

荒
川
区
に
は
、
中
央
図
書
館
（
４
ペ
ー
ジ

参
照
）
と
４
つ
の
地
域
図
書
館
、
２
つ
の
図

書
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

南
千
住
図
書
館
は
、
荒
川
区
の
歴
史
を
学
べ

る
郷
土
資
料
館
「
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
」

を
併
設
し
、「
俳
句
の
ま
ち 

あ
ら
か
わ
」
に

ち
な
ん
だ
松
尾
芭
蕉
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
て

い
ま
す
。
宮
前
公
園
内
に
建
つ
尾
久
図
書
館

は
、
散
歩
の
途
中
に
立
ち
寄
り
や
す
く
、
四

季
折
々
の
花
を
眺
め
な
が
ら
読
書
が
で
き
る

テ
ラ
ス
席
が
あ
り
ま
す
。
都
営
住
宅
２
階
の

町
屋
図
書
館
は
、
近
隣
保
育
園
や
中
学
校
と

の
連
携
事
業
、
荒
川
区
ゆ
か
り
の
ぬ
り
え
画

家
・
蔦
谷
き
い
ち
氏
の
ぬ
り
え
体
験
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
日
暮
里
図
書
館
に
は
吉
村

昭
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
吉
村
氏
の
自
筆
原

稿
の
複
製
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
汐
入

と
冠
新
道
に
あ
る
図
書
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
絵
本
や
実
用
書
が
主
体
の
小
規

模
な
分
室
で
す
が
、
区
立
図
書
館
が
所
蔵
す

る
資
料
の
取
り
寄
せ
や
返
却
が
で
き
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
図
書
を
提
供
す
る

「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」

「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」
は
、「
読
書

を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
宣
言
に
あ
る

「
本
が
身
近
に
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践

す
る
事
業
の
１
つ
で
す
。
区
の
施
設
及
び
ご

協
力
い
た
だ
け
る
飲
食
店
な
ど
の
民
間
施
設

に
図
書
館
の
リ
サ
イ
ク
ル
図
書
を
設
置
し
、

誰
も
が
い
つ
で
も
本
に
触
れ
ら
れ
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
施
設
は
５
月
現
在
で

72
カ
所
あ
り
ま
す
。

荒
川
区
立
図
書
館
と「
あ
ら
か
わ
街
な
か
図
書
館
」

南千住図書館

尾久図書館

地域図書館・図書サービスステーション

南千住・尾久・町屋・日暮里図書館、
汐入図書・冠新道図書サービスステーション

開館時間：火曜〜金曜９時〜
19時30分（サービスステーショ
ンは９時30分〜）（土・日曜、祝
日、臨時開館日は〜17時）（南千
住図書館は土曜〜19時30分）

休館日：月曜（祝日の場合は翌日
以降の平日）、館内整理日、年末
年始、特別整理期間ほか

令和６年５月２９日 

 

汐入図書ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

町 屋 図 書 館 

南 千 住 図 書 館 

ゆいの森あらかわ 

尾 久 図 書 館 

冠新道図書ｻｰﾋﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 

南千住駅 

日暮里駅 

西日暮里駅 

町屋駅 

三ノ輪駅 

素戔雄神社 

尾久八幡神社 

三河島駅 

荒川二丁目駅 

日暮里図書館 

  

あらかわ街なか図書館 

公公衆衆浴浴場場  
D1 梅梅のの湯湯 

□□飲飲食食店店等等 
E1 喫喫茶茶ミミヨヨシシ  

E2 つつくくねねやや 229922  

E3 どどんん平平

E4 ブブララッッククホホーールルココーーヒヒーーロローーススタターー 

E5 洋洋菓菓子子セセキキヤヤ  

E6 おおぐぐセセンンタターー  

E7 珈珈琲琲・・オオンンリリーー  

E8 知知味味菜菜房房  

E9  モモリリタタヤヤ酒酒店店  

E10 都都電電カカフフェェ  

E11 テティィーールルーームム・・フフェェルルメメーールル  

E12 nniiiiggaattaa..ssttyyllee__MMAASSAATTOO  

E13  喫喫茶茶  疎疎開開ササロロンン  

E14 ままどどゐゐ荘荘  

E15  私私ととここどどももとと絵絵本本 CCaaffee  

そそのの他他店店舗舗 
G1 ハハロローーククリリーーニニンンググ  

G2  第第一一勧勧業業信信用用組組合合  尾尾久久支支店店  

G3 ふふととんんのの店店  おおかかももとと 8899  

G4  三三田田理理容容室室  

G5  メメガガネネののササトトウウ  

■そそのの他他施施設設 
H1 子子どどもも村村  中中高高生生ホホッッととスステテーーシショョンン  

H2 おおややつつ食食堂堂ふふららっっとと♭♭  

H3  ててららぴぴああぽぽけけっっとと  

H4  ほほっっここりりアアイイラランンドド  

H5 尾尾久久ののははららっっぱぱ  

H6  ブブラランンシシエエーールル日日暮暮里里  

   
  

あらかわ街なか図書館 

病病院院  
C1 荒荒木木記記念念リリババーーササイイドド病病院院  

C2  南南千千住住病病院院  

C3 磯磯医医院院 

 

C4 ままるる福福ホホーームムククリリニニッックク  

 

  

あらかわ街なか図書館 

●●公公共共施施設設  

A1 生生涯涯学学習習セセンンタターー  

A2 ああららかかわわエエココセセンンタターー  

A3 ききららききらら子子育育てて交交流流ササロロンン  

A4 ササンンパパーールル荒荒川川  

A5 ああららかかわわ遊遊園園ススポポーーツツハハウウスス 

A6 特特別別養養護護老老人人ホホーームム  

ササンンハハイイムム荒荒川川  

A7 特特別別養養護護老老人人ホホーームム  

ググリリーーンンハハイイムム荒荒川川  

A8 荒荒川川区区役役所所（（国国保保年年金金課課）） 

A9 ああららかかわわリリササイイククルルセセンンタターー  

A10 荒荒川川自自然然公公園園  

A11 荒荒川川生生活活実実習習所所  

  

 

A12 ああららかかわわ希希望望のの家家  

A13 ああららかかわわ希希望望のの家家分分場場  

A14 南南千千住住中中部部在在宅宅高高齢齢者者  

通通所所ササーービビススセセンンタターー  

A15 町町屋屋文文化化セセンンタターー  

A16 日日暮暮里里区区民民事事務務所所  

A17  男男女女平平等等推推進進セセンンタターー（（アアククトト 2211））    

A18  障障害害者者福福祉祉会会館館（（アアククロロススああららかかわわ））  

A19 荒荒川川老老人人福福祉祉セセンンタターー 

A20  荒荒川川ささつつきき会会館館  

A21  宮宮前前公公園園  

A22  東東日日暮暮里里地地域域包包括括支支援援セセンンタターー  

A23 荒荒川川総総合合ススポポーーツツセセンンタターー  

A24 荒荒川川区区シシルルババーー人人材材セセンンタターー 

 

  

  

あらかわ街なか図書館 

〇〇ふふれれああいい館館・・ひひろろばば館館  

B1 荒荒川川山山吹吹ふふれれああいい館館  

B2 汐汐入入ふふれれああいい館館  

B3 南南千千住住駅駅前前ふふれれああいい館館    

B4 東東日日暮暮里里ふふれれああいい館館  

B5 石石浜浜ふふれれああいい館館  

B6  南南千千住住ふふれれああいい館館  

B7 荒荒木木田田ふふれれああいい館館  

B8 尾尾久久ふふれれああいい館館  

B9 峡峡田田ふふれれああいい館館  

B10 町町屋屋ふふれれああいい館館  

B11 西西尾尾久久ふふれれああいい館館  

B12 夕夕ややけけここややけけふふれれああいい館館  

B13 西西日日暮暮里里ふふれれああいい館館  

B14 東東尾尾久久本本町町通通りりふふれれああいい館館  

B15 ひひぐぐららししふふれれああいい館館  

B16  熊熊野野前前ひひろろばば館館  

B17  花花のの木木ひひろろばば館館  
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区
出
身
の
小
説
家
を
紹
介
す
る

「
吉
村
昭
記
念
文
学
館
」

吉
村
昭
記
念
文
学
館
は
、
人
間
の
本
質
を

探
究
し
、
記
録
性
の
高
い
作
品
を
多
数
発
表

し
た
荒
川
区
出
身
の
小
説
家
、
吉
村
昭
氏
を

紹
介
す
る
施
設
で
す
。
２
階
か
ら
３
階
に
か

け
て
９
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
た
常
設
展

示
室
で
は
、
多
角
的
な
視
点
と
深
い
考
察
で

吉
村
氏
と
そ
の
作
品
を
紹
介
。
書
斎
を
再
現

し
た
ゾ
ー
ン
で
は
、
書
斎
の
椅
子
に
座
っ
て

創
作
空
間
を
体
感
で
き
る
ほ
か
、
作
品
の
舞

台
や
吉
村
氏
に
関
す
る
証
言
映
像
を
視
聴
す

る
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
作
品
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
図
書
館

エ
リ
ア
に
は
、
吉
村
氏
の
著
書
と
関
連
図
書

の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夢
や
生
き
る

力
を
育
む
「
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」

子
ど
も
ひ
ろ
ば
は
、
遊
び
な
が
ら
発
見
し

学
ぶ
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、「
遊
び
ラ
ウ

ン
ジ
」
と
「
学
び
ラ
ウ
ン
ジ
」
で
構
成
さ
れ

た
体
験
型
施
設
で
す
。
１
階
の
遊
び
ラ
ウ
ン

ジ
は
、
発
育
に
応
じ
た
遊
具
で
安
心
し
て
遊

べ
る
乳
幼
児
の
た
め
の
エ
リ
ア
。
常
駐
の
専

門
職
員
が
親
子
の
遊
び
や
交
流
等
を
支
援

し
、
子
育
て
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
２

階
の
学
び
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
科
学
を
は
じ
め
と

す
る
体
験
エ
リ
ア
。
遊
び
な
が
ら
学
べ
る

「
体
験
キ
ッ
ト
」
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
通
じ
て
遊
び
か
ら
読
書
（
学
び
）
へ
つ
な

い
で
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
活
用
で
き
る

３
つ
の
機
能
が
融
合
し
た
施
設

「
ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ
」
は
、
中
央
図
書

館
、
吉
村
昭
記
念
文
学
館
、
子
ど
も
ひ
ろ
ば

が
一
体
と
な
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
利
用

で
き
る
融
合
施
設
と
し
て
、
平
成
29
年
３
月

に
開
設
し
ま
し
た
。
ゆ
い
の
森
ホ
ー
ル
を
中

央
に
配
置
し
、
３
つ
の
機
能
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
つ
な
げ
て
い
る
ほ
か
、
ざ
わ
め
き
を
許
容

す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
様
々
な
交
流
の
場

と
し
て
も
使
わ
れ
る
な
ど
、
人
と
人
、
本
と

人
、
地
域
と
人
、
文
化
と
人
を
結
ぶ
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
で
す
。

災
害
時
に
は
、
乳
児
や
妊
産
婦
を
対
象
と

し
た
二
次
避
難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
、
免
震
構
造
を
採
用
し
、
発
電
機
や
備
蓄

倉
庫
も
備
え
て
い
ま
す
。

蔵
書
規
模
60
万
冊
と
約
9
0
0
の

座
席
を
備
え
た
「
中
央
図
書
館
」

中
央
図
書
館
で
は
、
１
階
か
ら
４
階
ま
で

60
万
冊
の
蔵
書
が
収
蔵
可
能
で
、
す
べ
て
の

世
代
の
読
書
活
動
や
課
題
解
決
に
対
応
す
る

べ
く
資
料
の
収
集
・
閲
覧
・
貸
出
を
行
っ
て

い
ま
す
。
１
階
に
は
「
え
ほ
ん
館
」
が
あ

り
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
・
評
論
家
で

あ
る
柳
田
邦
男
氏
の
「
絵
本
は
人
生
に
三

度
」
の
提
言
を
も
と
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る
約
３
万
冊
の
絵
本
を

所
蔵
。
２
階
に
は
児
童
書
や
テ
ィ
ー
ン
ズ

コ
ー
ナ
ー
、
３
階
に
は
一
般
書
、
４
階
に
は

専
門
書
を
そ
ろ
え
、
各
フ
ロ
ア
に
設
置
し
た

閲
覧
席
は
約
9
0
0
席
。
時
間
を
気
に
せ

ず
、
ゆ
っ
く
り
読
書
が
で
き
ま
す
。

ゆ
い
の
森
あ
ら
か
わ（
中
央
図
書
館
・
吉
村
昭
記
念
文
学
館
・ゆ
い
の
森
子
ど
も
ひ
ろ
ば
）

荒川区立ゆいの森あらかわ

開館時間：９時〜20時30分
休館日：館内整理日（第３木曜）、
年末年始、特別整理期間ほか
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遊びラウンジ

えほん館

ティーンズコーナー

吉村昭記念文学館

学びラウンジ

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
黄
金
期
と
呼
ば
れ
る
３
〜
５
歳
に
絵
本
の

楽
し
さ
を
届
け
る
事
業
で
す
。
３
歳
児
健
診

案
内
に
引
換
券
を
同
封
し
、『
お
お
き
な
か

ぶ
』
な
ど
の
５
冊
の
中
か
ら
１
冊
、
お
好
き

な
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
が
幼
少
期
の
読
書
の
根
幹
を
形
成
し
、

年
代
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
経
て
、
生
涯
を

か
け
て
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

図
書
専
門
員
が
勧
め
る
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス

荒
川
区
立
図
書
館
全
館
で
実
施
し
て
い
る

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

図
書
専
門
員
が
利
用
者
に
本
を
お
す
す
め
す

る
取
り
組
み
で
す
。
オ
ー
ダ
ー
シ
ー
ト
を
も

と
に
、
図
書
専
門
員
が
お
す
す
め
本
を
選

び
、
リ
ス
ト
を
渡
し
ま
す
。「
読
書
を
し
た
い

け
れ
ど
、
ど
の
本
を
読
め
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
方
に
、
新
し
い
本
と
出

会
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ

の
取
り
組
み
は
、
３
年
前
に
行
っ
た
子
ど
も

読
書
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
B
O
O
K
フ
ェ
ア
」
が
好
評
だ
っ
た
こ
と

を
受
け
て
、
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・
あ
ら
か
わ
」
宣

言
以
降
、
荒
川
区
で
は
、
図
書
館
が
街
に
自

然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
な
存
在
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
区
民
と
一
緒
に
読
書
活
動

推
進
の
取
り
組
み
を
行
い
、
本
を
き
っ
か
け

に
し
て
区
民
同
士
が
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ

う
な
、
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

区
民
が
活
躍
！ 

子
ど
も
司
書
と

テ
ィ
ー
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ

子
ど
も
は
、
読
書
推
進
に
お
け
る
大
き
な

存
在
で
す
。
区
内
在
住
の
小
学
４
年
生
〜
６

年
生
は
、
子
ど
も
同
士
の
読
書
の
リ
ー
ダ
ー

役
で
あ
る
子
ど
も
司
書
と
し
て
、
中
学
生
〜

19
歳
は
図
書
館
と
協
働
で
読
書
推
進
に
関
わ

る
テ
ィ
ー
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
司
書
は
、
毎
年
開
講
さ
れ
る
養
成

講
座
で
図
書
館
の
役
割
や
司
書
の
仕
事
を
学

ん
だ
う
え
で
認
定
さ
れ
、
昨
年
度
は
自
主
企

画
の
「
子
ど
も
司
書
に
よ
る
夏
休
み
図
書
館

探
検
ツ
ア
ー
」
を
、
ポ
ス
タ
ー
作
り
や
ル
ー

ト
作
成
、
案
内
な
ど
を
分
担
し
な
が
ら
実
施

し
た
り
、
本
の
選
定
体
験
や
P
O
P
づ
く

り
、
お
は
な
し
会
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

テ
ィ
ー
ン
ズ
ス
タ
ッ
フ
は
月
１
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
同
世
代
の
人
に
本
の

魅
力
を
伝
え
た
り
、
本
を
読
む
機
会
を
増
や

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
自
ら
考
え
、

活
動
し
ま
す
。
特
集
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
す
す

め
本
の
展
示
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
実
施
し
た
「
本
の
交
換
会
」

で
は
、
本
へ
の
思
い
を
書
い
た
し
お
り
を
本

に
挟
み
、
参
加
者
の
手
元
に
届
け
ま
し
た
。

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と

「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
事
業

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
荒
川
区
の
事
業
に

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
と
「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、

絵
本
を
ひ
ら
く
楽
し
い
「
体
験
」
と
「
絵

本
」
を
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
事
業

で
、
健
康
推
進
課
と
連
携
し
、
４
ヶ
月
児
健

診
案
内
に
引
換
券
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
、
ゆ
い
の
森
あ
ら
か

わ
を
会
場
に
月
３
〜
４
回
実
施
し
て
お
り
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
絵
本
は
『
い
な
い
い
な
い

ば
あ
』
な
ど
の
１
冊
で
す
。
会
場
に
来
る
こ

と
が
難
し
い
場
合
は
、
区
立
図
書
館
や
図
書

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
絵
本
を
受
け
取

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
読
書
を
愛
す
る
ま
ち
・あ
ら
か
わ
」が
実
践
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

オーダーメイドBOOKフェア
では、白い紙袋に図書専門
員がメッセージを書いて絵
本を渡し、読んだ子どもが
感想を絵で描いて本を返却
しました。
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6
月
6
日
（
木
）
開
催
の
特
別
区
副
区
長
会
総
会
に
お
い
て
新
幹
事
が
選
任
さ

れ
、
同
日
付
け
で
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
7
年
6
月
5
日
ま
で
の
1
年
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
会
長
及
び
副
会
長
は
、
昨
年
6
月
8
日
か
ら
の
2
年
の
任
期
中
で
あ
り
、

改
選
は
あ
り
ま
せ
ん
。

役
員
の
構
成
は
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

令
和
7
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予

算
に
関
す
る
要
望
（
特
別
区
長
会
独

自
要
望
分
）
に
つ
い
て

■�

各
団
体
議
会
等
提
出
予
定
案
件
に
つ

い
て

■�

令
和
5
年
度
特
別
区
競
馬
組
合
決
算

概
要
等
に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会

の
概
要
に
つ
い
て

■�

第
26
回
特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部

会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

東
京
都
区
市
町
村
振
興
協
会
理
事
会

の
概
要
に
つ
い
て

■�

オ
ー
ル
東
京
62
市
区
町
村
共
同
事
業

推
進
会
議
の
概
要
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
特
別

区
の
対
応
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■�

区
立
児
童
相
談
所
の
事
務
の
財
調
上

の
位
置
付
け
に
関
す
る
都
区
W
G
に

つ
い
て

■�

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

■�

令
和
5
年
度
特
別
区
長
会
決
算
認
定

に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■�

令
和
6
年
度
議
長
会
役
員
等
の
選
任

に
つ
い
て

■�

特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
　
調
査

研
究
報
告
会
（
第
4
回
）
の
開
催
に

つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
第
1
回
公
益
財
団
法
人

特
別
区
協
議
会
理
事
会
議
決
結
果
に

つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
公
益
財
団
法
人
特
別
区

協
議
会
定
時
評
議
員
会
提
出
予
定
案

件
に
つ
い
て

■�

市
議
会
議
員
共
済
会
代
議
員
会
の
概

要
に
つ
い
て

■�

前
期
議
長
会
か
ら
の
申
し
送
り
事
項

に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
議
長
会
等
の
予
定
に
つ

い
て

■�

議
長
会
主
催
「
特
別
区
政
意
見
交
換

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

■�

令
和
6
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に

つ
い
て（

特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

6.18

会
長
議

6.14

会
長
区

令
和
6
年
6
月
区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

特
別
区
副
区
長
会　

新
し
い
役
員
が
就
任

特別区副区長会役員

会　　長 佐　藤　安　夫 荒 川 区 副 区 長

副 会 長 寺　田　好　孝 新 宿 区 副 区 長

副 会 長 川　野　正　博 大 田 区 副 区 長

＊ 幹　　事 田　中　智　彦 中 央 区 副 区 長

＊ 幹　　事 野　村　武　治 台 東 区 副 区 長

＊ 幹　　事 中　村　哲　也 世田谷区副区長

＊ 幹　　事 青　山　敬一郎 中 野 区 副 区 長

＊ 幹　　事 弓　場　宏　之 江戸川区副区長

＊印：今回改選の役員
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特別区議会議長会会長就任のあいさつ
 

　

 

　
　

特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

　
　
　目
黒
区
議
会
議
長

　お
の
せ

　康
裕

こ
の
度
、
特
別
区
議
会
議
長
会
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
目
黒
区
議
会
議

長
の
お
の
せ
康
裕
で
ご
ざ
い
ま
す
。
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り

ま
す
が
、
副
会
長
の
港
区
鈴
木
た
か
や

議
長
を
は
じ
め
各
議
長
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
、
特
別
区
政
の
円
滑
な
運
営

と
そ
の
発
展
の
た
め
精
一
杯
務
め
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

9
8
0
万
人
を
超
え
る
人
口
を
有
す

る
特
別
区
は
、
政
治
・
経
済
・
文
化
の

中
心
地
と
し
て
区
域
内
だ
け
で
な
く
、

わ
が
国
全
体
の
持
続
と
発
展
に
も
大
き

な
役
割
を
担
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
社
会
に

お
け
る
子
育
て
支
援
・
社
会
保
障
の
充

実
、
激
甚
化
す
る
気
象
災
害
や
大
震
災

へ
の
対
応
、
老
朽
化
が
進
む
都
市
イ
ン

フ
ラ
の
更
新
、
C
O
2
削
減
等
の
気
候

変
動
対
策
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
税

収
減
等
、
特
別
区
が
抱
え
る
課
題
は
山

積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
区
民
の
代

表
で
あ
る
各
区
議
会
は
、
区
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
、
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
一
方
で
、
各
区
が
共
同
で
取
り
組

む
必
要
の
あ
る
課
題
や
、
連
携
し
て
相

互
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
そ
の
実
現
を

目
指
す
べ
き
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
各
区
議
会
を
代
表
す

る
議
長
が
一
同
に
会
す
る
特
別
区
議
会

議
長
会
活
動
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
社
会
経
済
や
国
民
生
活

へ
の
影
響
を
注
意
深
く
見
極
め
な
が
ら
、

成
長
を
目
指
す
戦
略
が
描
け
る
よ
う
、

国
や
他
の
地
方
自
治
体
と
も
力
を
合
わ

せ
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
着
実
に
受
け
継

ぎ
、
特
別
区
政
の
一
層
の
発
展
と
特
別

区
の
地
域
で
活
躍
す
る
す
べ
て
の
皆
様

の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
特
別
区
長
会

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
23
名
が
一
体

と
な
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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6
月
26
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・�

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

令
和
6
年
度
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）�

（
可
決
）

・�

港
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

　
　
　
　

（
可
決
）

・�

品
川
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

　
　
　

（
可
決
）

・�

板
橋
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

　
　
　

（
可
決
）

・�

新
江
東
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

　
　

（
可
決
）

・�

新
江
東
清
掃
工
場
延
命
化
に
伴
う
プ
ラ
ン
ト
設
備
更

新
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

6
月
18
日
開
催
の
特
別
区
議
会
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、新
役
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

「
特
別
区
議
会
議
長
会
名
簿
」
に
つ
い
て
は
、
特
別

区
議
会
議
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.tokyo23city-

gichokai.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

特
別
区
議
会
議
長
会
新
役
員
の

選
任

　特別区議会議長会役員� （令和6年6月18日現在）

会　　長 おのせ　　康　裕 目黒区議会議長

副 会 長 鈴　木　　たかや 港 区 議 会 議 長

会計監事 大　沢　　たかし 北 区 議 会 議 長

幹　　事 秋　谷　　こうき 千代田区議会議長

幹　　事 髙　森　　喜美子 台東区議会議長

幹　　事 おぎの　　けんじ 世田谷区議会議長

幹　　事 酒　井　　たくや 中野区議会議長

幹　　事 伊　藤　よしのり 葛飾区議会議長

参　　与 田　中　やすのり 板橋区議会議長

参　　与 藤　澤　　進　一 江戸川区議会議長

6
月
18
日
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︽
組
合
役
員
︾　

＊
印
は
今
回
選
任
の
役
員

︽
議
会
役
職
︾　

全
員
新
任

︽
審
議
結
果
︾

・�

特
別
区
競
馬
組
合
副
管
理
者
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

︱
2
件
︱�

（
同
意
）

・�

特
別
区
競
馬
組
合
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

�

（
同
意
）

（
特
別
区
競
馬
組
合
議
会
事
務
局
）

令
和
6
年
第
2
回
特
別
区
競
馬

組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

組　　合　　役　　員

管 理 者 近　藤　弥　生 足 立 区 長
＊ 副 管 理 者 大久保　朋　果 江 東 区 長
＊ 副 管 理 者 長谷部　　　健 渋 谷 区 長

副 管 理 者 小柳津　　　明 知 識 経 験 者
監 査 委 員 田　辺　裕　子 知 識 経 験 者

＊ 監 査 委 員 大　沢　たかし 北区議会議長

議　　会　　役　　職

議 長 藤　澤　進　一 江戸川区議会議長
副 議 長 鈴　木　たかや 港 区 議 会 議 長
総務・事業委員長 佐　藤　　　篤 墨田区議会議長
総務・事業副委員長 松　原　秀　典 大田区議会議長
財 務 委 員 長 ひやま　真　一 新宿区議会議長
財 務 副 委 員 長 福　沢　　　剛 練馬区議会議長
運 営 委 員 長 酒　井　たくや 中野区議会議長
運 営 副 委 員 長 髙　森　喜美子 台東区議会議長

令
和
6
年
第
2
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

議　　会　　役　　職

議 長 田中　やすのり 板橋区議会議長
副 議 長 おのせ　康　裕 目黒区議会議長
総務・事業委員長 松　原　秀　典 大田区議会議長
総務・事業副委員長 佐　藤　　　篤 墨田区議会議長
財 務 委 員 長 福　沢　　　剛 練馬区議会議長
財務副委員長 ひやま　真　一 新宿区議会議長
運 営 委 員 長 髙　森　喜美子 台東区議会議長
運営副委員長 酒　井　たくや 中野区議会議長

組　　合　　役　　員

管 理 者 吉　住　健　一 新 宿 区 長
副 管 理 者 前　川　燿　男 練 馬 区 長
副 管 理 者 深　井　祐　子 知 識 経 験 者

＊ 監 査 委 員 大　沢　たかし 北区議会議長
＊ 監 査 委 員 山　本　泰　人 中 央 区 長
監 査 委 員 橋　本　正　彦 知 識 経 験 者
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理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
事
項
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
理
事
全
員
か
ら
同
意
の
意
思

表
示
を
、
監
事
全
員
か
ら
異
議
が
な
い
旨
の
意
思
表
示

を
得
た
の
で
、
第
2
回
理
事
会
の
決
議
が
あ
っ
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

1
　
決
議
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
事
項
の
内
容

　

・
役
付
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

　
　

�

吉
住
健
一
理
事
を
理
事
長
に
、
入
澤
幸
理
事
を
常

務
理
事
に
選
定
し
た
。

　
　
（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
決
議
の
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
日

　
　

令
和
6
年
6
月
26
日

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

6
月
14
日
（
金
）
に
第
2
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
予
算
案
件

　

・�

令
和
6
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）�

（
可
決
）

〇
条
例
案
件

　

・�
特
別
区
立
幼
稚
園
の
幼
稚
園
医
、
幼
稚
園
歯
科
医

及
び
幼
稚
園
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

�

（
可
決
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

6
月
21
日
（
金
）
に
評
議
員
選
定
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
　
審
議
内
容

�　

令
和
6
年
度
第
1
回
理
事
会
に
お
い
て
、
評
議
員

の
補
欠
選
任
と
し
て
推
薦
が
決
定
さ
れ
た
候
補
者
13

名
に
つ
い
て
、
選
定
委
員
会
で
審
議
の
結
果
、
全
員

が
当
協
議
会
の
評
議
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

2
　
任
期

�　

令
和
6
年
6
月
26
日
開
催
の
令
和
6
年
度
定
時
評

議
員
会
終
結
の
時
か
ら
令
和
8
年
度
定
時
評
議
員
会

終
結
の
時
ま
で
（
前
任
者
の
残
任
期
間
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
6
年
第
2
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
定
例
会
の
結
果

令
和
6
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会　

評
議
員
選
定
委
員
会
の
結
果

令
和
6
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
2
回
理
事
会（
み
な
し
決
議
）の
結
果

公益財団法人特別区協議会 役員一覧

令和6年6月26日現在
評議員（16人）

秋　谷　好　基 千代田区議会議長 新 任
鈴　木　孝　弥 港 区 議 会 議 長 新 任
髙　森　喜美子 台東区議会議長 新 任
大　澤　　　敬 北 区 議 会 議 長 新 任
小野瀬　康　裕 目黒区議会議長 新 任
荻　野　健　司 世田谷区議会議長 新 任
酒　井　琢　也 中野区議会議長 新 任
伊　藤　義　典 葛飾区議会議長 新 任
山　本　泰　人 中 央 区 長 新 任
成　澤　廣　修 文 京 区 長 新 任
山　田　加奈子 北 区 長
保　坂　展　人 世 田 谷 区 長 新 任
長谷部　　　健 渋 谷 区 長 新 任
酒　井　直　人 中 野 区 長
大久保　朋　果 江 東 区 長 新 任
近　藤　やよい 足 立 区 長

※新任13人：6月21日開催の評議員選定委員会で選任
理事（7人）

吉　住　健　一 新宿区長（理事長） 再 任
樋　口　高　顕 千 代 田 区 長
服　部　征　夫 台 東 区 長
青　木　英　二 目 黒 区 長
坂　本　　　健 板 橋 区 長 再 任
山　本　　　亨 墨 田 区 長
入　澤　　　幸 知識経験者（常務理事） 再 任

※全理事7人：6月26日開催の定時評議員会で選任
監事（2人）

斉　藤　　　猛 江 戸 川 区 長 再 任
伊　藤　和　彦 知 識 経 験 者 再 任

※全監事2人：6月26日開催の定時評議員会で選任

6
月
26
日
（
水
）
に
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
報
告
案
件

　

・
令
和
5
年
度
事
業
報
告�

（
了
承
）

　

・
令
和
5
年
度
資
金
の
運
用
実
績
報
告 �

（
了
承
）

〇
決
議
案
件

　

・
令
和
5
年
度
決
算  �

（
決
定
）

〇
人
事
案
件

　

・
理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て�

（
決
定
）

　

（
詳
細
は
別
表
の
と
お
り
）

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

令
和
6
年
度　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会 

定
時
評
議
員
会
の
結
果
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特別区職員研修所からのご案内

9月の研修メニューを紹介します
研修名 実施時期 申込条件

専門研修

検査技術 9/30（月） 検査業務に従事する職員

建築設備（電気） 9/25（水）・9/27（金）・
10/23（水） 電気設備を担当する職員

児童相談所関連研修

保護者支援プログラム実践者
養成研修② 9月下旬 （1）児童相談所、こども家庭センターに勤務する職員

（2）子ども家庭福祉・母子保健等に携わる職員

試行研修

児童相談所関連トピックス② 9月下旬 こども家庭センター、児童相談所に勤務する心理職

子どもの権利擁護② 9月下旬
（1）児童相談所、こども家庭センター等の職員
（2）子ども家庭福祉行政に携わる職員
（3）教育等に係る職員

※紙面の都合上、9月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部10月に実施する研修を含む。）
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や
申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※�研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（https://www.union.tokyo23city.lg.jp/kenshu/kenshujotop/index.
html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。

今
年
度
の
採
用
候
補
者
選
考
の
申
込

者
総
数
は
3
0
5
名
で
、
昨
年
に
比
べ

61
名
の
増
と
な
り
、
第
1
次
選
考
（
筆

記
試
験
）
を
6
月
23
日
（
日
）
に
実
施

し
ま
し
た
。

今
後
、
第
2
次
選
考
（
実
技
・
面
接

試
験
）
を
8
月
10
日
（
土
）
及
び
11
日

（
日
）
に
実
施
し
、
9
月
5
日
（
木
）
に

最
終
合
格
者
の
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
）

今
年
度
の
園
長
選
考
に
は
10
名
、
副

園
長
選
考
に
は
16
名
の
受
験
申
込
が
あ

り
ま
し
た
。

筆
記
試
験
は
、
園
長
選
考
が
7
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
論
文
提
出
、
副
園
長

選
考
が
7
月
22
日
（
月
）
に
管
理
職
候

補
者
養
成
研
修
（
修
了
者
は
筆
記
試
験

免
除
）
を
実
施
予
定
で
す
。

面
接
試
験
は
、
園
長
・
副
園
長
選
考

と
も
に
、
8
月
24
日
（
土
）
に
実
施
し

ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育

委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
実
施
状
況

特
別
区
立
幼
稚
園
園
長
・

副
園
長
選
考
受
験
実
施
状
況

申　込　状　況

年　度 園長選考 副園長選考※

令和6年度 10名 16名

令和5年度 8名 9名

増　減 2名増 7名増

※前年度以前受験者（2次選考受験有資格者）を含む。

申　込　状　況

年　度 申込者数
合格者
予定数

令和6年度実施
（令和7年度採用）

305名 15名程度

令和5年度実施
（令和6年度採用）

244名 10名程度

増　減 61名増 5名

申込者数の年度推移

600

500

400

300

200

100

0

人

申込者数の年度推移

3年度令和元年度 2年度 4年度 6年度5年度

440

387

537

244

305

236
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「特別区全国連携プロジェクト」の
取組みについて

特
別
区
長
会
は
、
特
別
区
と
全
国
各

地
域
が
と
も
に
発
展
・
成
長
し
、
共
存

共
栄
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
産
業
・

観
光
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
様
々
な
分

野
で
、
経
済
の
活
性
化
、
ま
ち
の
元
気

に
つ
な
げ
る
た
め
の
連
携
・
交
流
事
業

を
行
う
取
組
み
と
し
て
、
平
成
26
年
9

月
に
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
。）」

を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
被
災

地
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、「
東

北
絆
ま
つ
り
」
に
対
し
て
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
と
と
も
に
、

東
北
6
県
の
自
治
体
と
の
協
力
・
連
携

関
係
を
強
化
す
る
趣
旨
で
、
平
成
27
年

の
「
東
北
六
魂
祭
2
0
1
5
秋
田
」
か

ら
、
開
催
P
R
や
支
援
金
の
提
供
等
の

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

6
月
8
日
（
土
）、
9
日
（
日
）
仙
台
市

で
開
催
の
「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
4

仙
台
」
に
協
力
・
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
開
祭
式
に
、
特
別
区
長
会
を

代
表
し
て
吉
住
健
一
会
長
（
新
宿
区

長
）、
酒
井
直
人
中
野
区
長
が
、
酒
井

た
く
や
中
野
区
議
会
議
長
と
と
も
に
登

壇
し
、
会
長
か
ら
開
催
へ
の
祝
意
や
被

災
地
復
興
へ
の
願
い
、
自
治
体
間
の
連

携
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
想
い
等
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
で
は
、「
東
京

23
区
・
特
別
区
長
会
」
の
ブ
ー
ス
を
出

展
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
み
や
特

別
区
の
魅
力
を
来
場
さ
れ
た
方
々
に
広

く
P
R
し
ま
し
た
。

開
場
直
後
か
ら
多
く
の
方
々
が
ブ
ー

ス
を
訪
れ
、
ブ
ー
ス
に
参
加
し
た
大
田

区
の
担
当
者
と
と
も
に
パ
ネ
ル
の
案
内

や
各
区
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
港

区
が
出
展
し
た
V
R
の
体
験
等
に
よ
り

特
別
区
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

他
、
特
別
区
協
議
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
く
べ
つ
ク
マ
®
」
が

登
場
し
、
多
く
の
子
ど
も
達
と
ふ
れ
あ

う
等
、
幅
広
い
世
代
か
ら
人
気
を
集
め

ま
し
た
。

開
催
2
日
間
で
P
R
ブ
ー
ス
に
は
、

約
4
0
0
0
人
が
訪
れ
、
用
意
し
た

グ
ッ
ズ
が
全
て
な
く
な
る
等
、
盛
況
の

う
ち
に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

来
場
さ
れ
た
方
々
か
ら
、
東
京
23
区

が
東
北
の
復
興
支
援
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
や
各
地
域
と
観
光
振
興
等
で
連
携
・

協
力
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ

た
、
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
各
取
組

み
を
全
国
に
継
続
し
て
発
信
し
て
い
く

必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

「
東
北
絆
ま
つ
り
2
0
2
4
仙
台
」
の

来
場
者
数
は
2
日
間
合
計
で
延
57
万

2
千
人
（
東
北
絆
ま
つ
り
実
行
委
員
会

発
表
）
と
、
過
去
最
大
の
規
模
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

な
お
、
東
北
絆
ま
つ
り
で
一
堂
に
会

し
た
6
市
の
祭
り
は
、
次
表
の
と
お
り

今
夏
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

是
非
皆
様
も
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

特
別
区
長
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
被
災

地
支
援
を
は
じ
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
・
発
信
し
、
東
京
23
区
と
全
国
各

地
域
が
と
も
に
発
展
・
成
長
す
る
よ
う

最
大
限
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　

　※�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://collabo.tokyo-23city.or.jp/

）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

東
北
絆
ま
つ
り
２
０
２
４
仙
台

へ
の
協
力
・
参
加

開祭式であいさつする吉住会長と壇上の
中野区酒井区長、酒井議長（右から2人）多くの人でにぎわう特別区PRブース

東北6市6祭のパレード（仙台すずめ踊り） ブース前にとくべつクマ®登場

各市の祭り 日　　程

青森　ね ぶ た 祭 8月2日（金）〜7日（水）

秋田　竿燈まつり 8月3日（土）〜6日（火）

盛岡　さんさ踊り 8月1日（木）〜4日（日）

山形　花笠まつり 8月5日（月）〜7日（水）

仙台　七夕まつり 8月6日（火）〜8日（木）

福島　わらじまつり 8月2日（金）〜4日（日）



　

13

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

所
蔵
資
料
紹
介

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
専
門
図
書
館
で
す
。
特
別
区
の

行
政
資
料
を
は
じ
め
、
地
方
自
治
に
関

す
る
一
般
図
書
や
雑
誌
な
ど
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
特
別
区
の
行
政
資
料
の
中

か
ら
お
す
す
め
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

椿つ
ば
き
ち
ん
ざ
ん

椿
山
展 

軽
妙
淡
麗
な
色
彩
と
筆
あ
と

令
和
5
年
3
月
発
行

板
橋
区
立
美
術
館

本
図
録
は
、
江
戸
時
代
後
期
を
代
表

す
る
文
人
画
家
の
一
人
で
あ
る
椿
椿
山

の
作
品
を
取
り
上
げ
た
展
覧
会
の
図
録

で
す
。

椿
椿
山
（
1
8
0
1
～
1
8
5
4
）
は

江
戸
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
は
幕
府
の
下

級
役
人
を
勤
め
な
が
ら
絵
師
の
金
子
金

陵
に
師
事
し
、
の
ち
に
渡
辺
崋
山
に
絵

を
学
び
ま
し
た
。
本
書
で
は
、
椿
椿
山

が
描
い
た
花
鳥
画
、
肖
像
画
、
風
景
画

を
取
り
上
げ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
代
表
作
品
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
椿
椿
山
は
煎
茶
が
趣

味
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
板
橋
区
郷
土

資
料
館
で
所
蔵
し
て
い
る
煎
茶
道
具
に

つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

中
央
区
基
本
計
画
2
0
2
3

令
和
5
年
3
月
発
行

中
央
区
企
画
部
政
策
企
画
課

本
書
は
、
中
央
区
の
基
本
構
想
に
掲

げ
る
将
来
像
「
輝
く
未
来
へ
橋
を
か
け

る
—
人
が
集
ま
る
粋
な
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
の
、
令
和
5
（
2
0
2
3
）

年
度
か
ら
令
和
14
（
2
0
3
2
）
年
度

ま
で
の
10
年
間
の
長
期
総
合
計
画
で

す
。
ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」
に
基
づ
く
地
方
版
総
合
戦
略

と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
で
は
、
施
策
分
野
ご
と
の

考
え
方
と
し
て
、「
一
人
一
人
の
生
き

方
が
大
切
に
さ
れ
た
安
心
で
き
る
ま

ち
」「
快
適
で
安
全
な
生
活
を
送
る
た

め
の
都
市
環
境
が
整
備
さ
れ
た
ま
ち
」

「
輝
く
個
性
と
に
ぎ
わ
い
が
躍
動
を
生

み
出
す
ま
ち
」
と
い
う
3
つ
の
「
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
」
か
ら
な
る
9
つ
の

「
施
策
の
み
ち
す
じ
」
を
示
し
て
い
ま

す
。
本
計
画
で
は
、
こ
の
「
施
策
の
み

ち
す
じ
」
を
「
基
本
政
策
」
と
位
置
付

け
、
目
指
す
べ
き
10
年
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
や
目
的
を
示
す
と
と
も
に
、

実
現
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
施
策
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

第
6
次
杉
並
区
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

令
和
5
年
6
月
発
行

杉
並
区
都
市
整
備
部
住
宅
課

杉
並
区
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

「
杉
並
区
住
宅
基
本
条
例
」
に
基
づ
く

計
画
と
し
て
平
成
4
（
1
9
9
2
）
年

に
策
定
さ
れ
、
改
定
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
第
6
次
の
改
定
は
、
国
や
都
の
動

向
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま

え
、
よ
り
質
の
高
い
住
宅
都
市
の
実
現

に
向
け
た
住
宅
施
策
を
総
合
的
に
実
施

し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
計
画
期
間

は
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
度
か
ら
令

和
12
（
2
0
3
0
）
年
度
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

本
計
画
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
暮
ら
し
や
す
い
住
環

境
の
実
現
」
を
基
本
理
念
と
し
て
「
安

心
・
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
」「
快
適

で
持
続
可
能
な
暮
ら
し
方
の
実
現
」

「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
」

「
良
好
な
住
環
境
の
形
成
」
の
4
つ
の

方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
区
民
や
事
業
者
等
の
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
杉
並
区
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
普
及
啓
発
を
図

り
、
区
、
区
民
及
び
事
業
者
等
が
連
携

し
て
住
宅
施
策
を
進
め
て
い
く
と
し
て

い
ま
す
。

練
馬
子
ど
も
議
会
報
告
書 

令
和
5
年
度

令
和
5
年
12
月
発
行

練
馬
区
教
育
委
員
会
事
務
局
子
ど
も
家

庭
部
青
少
年
課

練
馬
区
で
は
、
中
学
生
が
区
政
や
区

議
会
、
選
挙
の
仕
組
み
、
練
馬
区
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
練
馬
子
ど
も
議
会
」
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
子
ど
も
議
員
た
ち
が
参
加

し
た
学
習
会
と
政
策
提
言
発
表
の
報
告

書
で
す
。
令
和
5
年
度
の
報
告
書
で

は
、
区
内
の
中
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た

35
名
の
子
ど
も
議
員
が
「
環
境
」「
ス

ポ
ー
ツ
」「
教
育
I
C
T
」「
読
書
活
動

の
推
進
」
の
4
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

地
域
の
人
や
区
の
職
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
も
と
に
政
策
提

言
発
表
を
行
っ
た
様
子
な
ど
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
区
の
行
政
資

料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

事
業
部
）

 

23 区と地方自治の専門図書館       
 

特別区自治情報・交流センター　所蔵資料紹介
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令
和
6
年
度
特
別

区
職
員
経
験
者
採
用

試
験
・
選
考
及
び
就

職
氷
河
期
世
代
を
対

象
と
す
る
採
用
試
験

の
第
1
次
試
験
・
選

考
を
9
月
1
日
（
日
）

に
、
Ⅲ
類
採
用
試
験
、

Ⅰ
類
採
用
試
験
【
秋

試
験
】（
土
木
造
園

（
土
木
）・
建
築
）
及

び
障
害
者
を
対
象
と

す
る
採
用
選
考
の
第

1
次
試
験
・
選
考
を

9
月
8
日（
日
）に
実

施
し
ま
す
。

申
込
期
間
等
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員

会
事
務
局
）

特別区職員経験者採用試験・選考等の
申込受付を開始しました

採 用 予 定 数 等

採用区分 試験･選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
1級職

事　　務
（一般事務）

291名程度 ・日本国籍を有する人で、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。事　　務

（ICT）
18名程度

土木造園
（土木）

36名程度

・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近10年中4年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

建　　築 51名程度

機　　械 17名程度

電　　気 18名程度

福　　祉 39名程度

児童福祉 14名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近10年中4年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が2年以上ある人。

　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 13名程度

児童心理 10名程度

日　　程

採用区分 申込期間 1次試験・選考
1次試験・選考
合格発表

2次試験・選考 最終合格発表

経験者

6月20日（木）～
7月11日（木）
【受信有効】

9月1日（日）

10月18日（金）

10月26日（土）、10月27日（日）、
11月2日（土）、11月3日（日）、
11月4日（月）のうち指定する1日

11月15日（金）

就職氷河期世代 11月4日（月）

Ⅲ　類

9月8日（日）

10月31日（木）、11月1日（金）の
うち指定する1日

障害者

10月9日（水）

10月28日（月）、10月29日（火）、
10月30日（水）のうち指定する1日

Ⅰ　類
【秋試験】

7月23日（火）～
8月6日（火）
【受信有効】

10月20日（日）
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採用区分 試験･選考区分 採用予定数 主な受験資格

経験者
2級職
（主任）

事　　務
（一般事務）

128名程度 ・日本国籍を有する人で、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。事　　務

（ICT）
14名程度

土木造園
（土木）

21名程度
・日本国籍を有する人（福祉は除く。）で、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近14年中8年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

建　　築 32名程度

福　　祉 25名程度

児童福祉 18名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近14年中8年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が3年以上ある人。

　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 11名程度

児童心理 10名程度

経験者
3級職

（係長級）

事　　務
（ICT）

3名程度
・日本国籍を有する人で、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・民間企業等における業務従事歴が直近18年中12年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童福祉 8名程度 ・国籍を問わず、昭和39年4月2日以降に生まれた人。
・�民間企業等における業務従事歴（児童心理は施設を問わず心理に関連する業務の従事歴）が
直近18年中12年以上ある人で、そのうち、児童相談所等での業務従事歴が5年以上ある人。
　業務従事歴は、1年以上の期間について、複数のものを通算することができる。

児童指導 3名程度

児童心理 3名程度

Ⅲ　類
事　　務

（一般事務）
163名程度 ・日本国籍を有する人で、平成15年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人。

障害者
事　　務

（一般事務）
81名程度

・日本国籍を有する人。
・以下のアからエのいずれかに該当する人。
　ア　身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人。
　イ　都道府県知事又は政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けている人。
　ウ　児童相談所等により知的障害者であると判定された人。
　エ　�精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保健福祉手帳の

交付を受けている人。
・昭和39年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた人。

就職氷河期世代
事　　務

（一般事務）
53名程度

・日本国籍を有する人。
・昭和45年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人。
※職務経験は不問です。

Ⅰ　類
【秋試験】

土木造園
（土木）

未　定
※告示日に公表

・日本国籍を有する人。
・平成5年4月2日から平成15 年4月1日までに生まれた人。

建　　築 未　定
※告示日に公表

・日本国籍を有する人。
・平成5年4月2日から平成15 年4月1日までに生まれた人。

※各試験・選考における受験資格の詳細は、各試験案内・選考案内をご覧ください。
　各試験案内・選考案内は、特別区人事委員会ホームページの「採用試験・選考のご案内」からPDF形式で見ることができます。
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特
別
区
内
に
お
い
て
路
上
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
及
び
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
に
対
す
る
支
援

は
、
就
労
に
よ
る
自
立
と
社
会
生
活
へ
の
復
帰
を
基
本

に
、
平
成
12
年
度
か
ら
都
区
共
同
の
路
上
生
活
者
対
策

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
4
月
に
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
法

律
の
自
立
相
談
支
援
事
業
及
び
一
時
生
活
支
援
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
特
別
区
の
役
割
の
う
ち
、
巡
回

相
談
事
業
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
、
自
立
支
援
事
業
、

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
及
び
支
援
付
地
域
生
活
移
行

事
業
は
、
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
（
以
下
「
特

人
厚
」
と
い
う
。）
が
共
同
処
理
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
拠
点
と
な
る
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
は
、
23
区
を
5
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
1
か
所
設
置
（
5
年
ご
と
に

設
置
区
を
持
ち
回
り
）
し
て
い
ま
す
。

◆
巡
回
相
談
事
業

巡
回
相
談
事
業
は
、
各
区
と
連
絡
・
調
整
の
う
え
、

セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
地
域
を
巡
回
、
面
接
相
談
し
、

支
援
事
業
の
情
報
提
供
・
利
用
あ
っ
せ
ん
等
を
行
う
も

の
で
す
。
令
和
6
年
冬
期
の
路
上
生
活
者
数
は
、
3
7
2

人
（
都
実
施
「
路
上
生
活
者
概
数
調
査
」）
で
、
前
年

同
期
よ
り
12
人
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
5
年
度
に
巡
回

相
談
を
行
っ
た
延
べ
人
数
は
3
8
6
5
人
と
前
年
度
よ

り
1
3
3
人
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
の

視
点
か
ら
路
上
生
活
者
に
対
し
て
支
援
を
行
う
看
護
師

同
行
の
巡
回
（
月
1
回
程
度
各
区
の
巡
回
に
同
行
）
を

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令
和
5
年
度
は
感

染
症
対
策
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
8
0
4
件
の
医
療
相
談

を
受
け
、
血
圧
測
定
や
検
診
な
ど
、
延
べ
8
3
6
件
の

医
療
対
応
を
し
ま
し
た
。

◆
緊
急
一
時
保
護
事
業
・
自
立
支
援
事
業

緊
急
一
時
保
護
事
業
は
、
特
別
区
内
の
路
上
生
活
者

な
ど
に
対
し
て
、
一
時
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
よ
る
心

身
の
回
復
な
ど
を
目
的
に
、
セ
ン
タ
ー
で
宿
泊
援
護
を

行
う
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
入
所
後
は
、
自
立
に
向
け

た
調
査
や
評
価
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
な
ど
も
行
い
ま
す
。

本
事
業
の
利
用
者
数
は
、
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成
20

年
度
の
3
0
5
3
人
か
ら
漸
減
傾
向
に
あ
り
、
令
和
5

年
度
は
6
3
0
人
と
2
割
程
度
ま
で
に
減
少
し
ま
し
た

（
図
1
）。
背
景
に
は
、
都
区
共
同
で
取
り
組
ん
で
来
た

路
上
生
活
者
対
策
事
業
等
の
効
果
が
寄
与
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

福
祉
資
金
貸
付
の
対
象
者
要
件
の
緩
和
、
社
会
経
済
状

況
の
変
化
等
の
関
係
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
本
事
業
を
必
要
と
し

て
い
る
方
が
23
区
内
に
は
お
り
、
今
後
も
継
続
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
利
用
者
の
年
齢
構
成
（
図
2
）
及
び
路
上
生

活
期
間
（
図
3
）
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度
に
比
べ

20
代
以
下
の
方
の
利
用
が
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
路
上

生
活
1
ヶ
月
未
満
の
方
の
利
用
は
4
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
自
立
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
入
所
者
の
就

労
に
よ
る
自
立
や
円
滑
な
地
域
生
活
移
行
を
支
援
す
る

も
の
で
、
安
定
的
な
雇
用
先
の
確
保
及
び
速
や
か
な
就

労
の
開
始
と
そ
の
継
続
の
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
、
職
業
相
談
員
に
よ
る
専
門
的
な
就
労
相
談
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
生
活
相
談
や
、
必
要
に
応

じ
て
専
門
相
談
（
住
宅
相
談
、
法
律
相
談
、
健
康
相
談

な
ど
）
の
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
緊
急
一
時
保
護
事
業
を
利
用
し
た

方
の
う
ち
77
％
が
本
事
業
に
移
行
し
、
そ
の
う
ち
48
％

が
就
労
自
立
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

路上生活者対策事業の紹介
（令和5年度実績報告）

3,053 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H20年度 H26年度 R3年度 R5年度R4年度

1,223 

503469

630630655

519

1,571

自立支援事業
利用者

緊急一時保護
事業利用者

図１  緊急一時保護事業・自立支援事業利用者数の推移

1,314 
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◆
地
域
生
活
継
続
支
援
事
業

地
域
生
活
継
続
支
援
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
で
就
労
自

立
を
果
た
し
た
対
象
者
が
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
地
域
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
本
人
の
申
し
込
み
に
基
づ
き
必

要
な
支
援
（
訪
問
・
電
話
に
よ
る
生
活
就
労
面
の
相
談

や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
）
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
5
年
度
は
、
就
労
自
立
し
た
方
の
84
％
が
本
事

業
を
申
し
込
み
、
相
談
件
数
は
延
べ
3
6
6
1
件
（
令

和
4
年
度
4
2
2
6
件
）
で
し
た
。

◆
支
援
付
地
域
生
活
移
行
事
業

路
上
生
活
が
長
期
化
・
高
齢
化
し
た
方
に
対
し
て
、

地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
的
と
し
た
、
新
た
な
都
区
共

同
事
業
を
令
和
元
年
度
よ
り
23
区
全
域
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
事
業
は
、
路
上
で
の
巡
回
相
談
か
ら
、
支
援

付
住
宅
で
の
居
住
支
援
及
び
見
守
り
支
援
ま
で
を
一
貫

し
て
行
う
も
の
で
す
。

令
和
5
年
度
は
、
35
人
（
令
和
4
年
度
41
人
）
が
新

た
に
支
援
付
住
宅
を
利
用
し
、
32
人
（
令
和
4
年
度
42

人
）
が
退
所
し
て
お
り
、
退
所
者
の
う
ち
、
23
人
が
生

活
保
護
の
受
給
、
高
齢
者
福
祉
等
に
つ
な
が
り
、
地
域

生
活
へ
移
行
し
て
い
ま
す
。

特
人
厚
で
は
、
今
後
も
23
区
及
び
東
京
都
と
と
も

に
、
現
に
路
上
生
活
を
し
て
い
る
方
の
「
路
上
生
活
か

ら
の
脱
却
」
と
、
路
上
生
活
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

の
「
路
上
生
活
へ
の
移
行
防
止
」
の
た
め
に
、
本
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
厚
生
部
）
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図２ 緊急一時保護事業利用者の年齢構成の推移
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図３ 緊急一時保護事業利用者の路上生活期間の推移
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『サマージャンボ宝くじとサマージャンボミニが
7月8日から発売されます』

今年のサマージャンボは、7月8日（月）から全国の宝くじ売場で「サマージャンボ宝くじ」と「サマージャンボミニ」の�
2種類が同時発売されます。
当せん金は、サマージャンボが1等5億円・前後賞合わせて7億円で、1等5億円が24本、前後賞1億円が48本、2等100万円は2,400
本です。
また、ミニは1等3,000万円・前後賞合わせて5,000万円で、2等100万円です。
明るく住みよい
　　　まちづくりのために　　　
昨年のサマージャンボ宝くじは、全国で707億円の売上げがあり、当せん金や手数料等の発売経費を除いた265億円が全国の
都道府県に交付され、そのうち約24億円が当協会に配分されました。
配分された収益金は、区市町村の災害対策事業及び公共施設整備事業の資金として低利の貸付を行ったり、「みどり東京・
温暖化防止プロジェクト」、「特別区全国連携プロジェクト関連事業」等、区市町村が連携及び共同して行う事業に助成するな
ど、区市町村の明るく住みよいまちづくりのために活用されます。
収益金は、各地域の販売実績に応じて配分されますので、皆さん、お買い求めは、ぜひ『東京都内の宝くじ売場』で！
なお、インターネットでも購入できます。
詳しくは、「公式サイト」https://www.takarakuji-official.jp/をご覧ください。
◎発売期間　7月8日（月）から8月8日（木）
◎抽せん日　8月23日（金）� 公益財団法人東京都区市町村振興協会　　電話（5210）9945

公益財団法人　東京都区市町村振興協会

この宝くじ
の

収益金は、

区市町村の
明るく

住みよい
まちづくり
 に使われま

す。
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●�社会人向けデータサイエンス入門プログラム	
ことばのデータサイエンス� 【講座コード：2421G110】

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel.03－3288－1050 （平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

　本講座では、私たちが日々用いている「ことば」、特に
日本語を対象に、形態素解析などを用いて⾔語データを数
量化する過程や、具体的な分析⽅法や分析例について説明
します。なお説明は、R⾔語で分析を実⾏しながら⾏うこ
とがありますが、R⾔語やプログラミングの予備知識は不
要です。
※�Zoomを使用します。スマートフォン、タブレット等で
の受講も可能です。

第1回　テキストマイニングとは何か
第2回　文学作品の内容の可視化

第3回　演説や文学者の分類
第4回　アンケート自由記述の分析

講　師：�椿本 弥生　東京都立大学　	
大学教育センター 准教授

日　時：�8月1日（木）、8日（木）、22日（木）、29日（木）	
18：00〜19：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：オンライン
※�パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての	
《オンライン形式》講座となります。

●�サービス・マーケティング入門	
〜モノとサービスの違いを知ろう〜� 【講座コード：2421E002】

　私たちは、毎⽇たくさんの「サービス」を利⽤していま
す。電⾞、バス、タクシー、美容院、床屋、レストランな
ど様々です。何気なく利⽤している「サービス」って、⼀
体何でしょう。「サービス」って、おまけとか無料のこと？
「愛想が良い」のと「サービスが良い」のと同じことな
の？モノとどう違うの？こうやって考えてみると不思議な
ものですね。
　この講座では、「サービス」というものについて、その意
味を理解しながら、「サービス」について考えていきます。

●サービスとは？
●サービスとモノ

●サービスの構造と真実の瞬間 
●ホスピタリティとおもてなし
※�４回の講義を通して本テーマを解説する講座です。各回
ごとに必ずしも完結しないことがあります。

東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
8月開講講座のご案内です！！

講　師：小泉 徹　東京都立大学 名誉教授
日　時：�8月19日（月）、26日（月）、	

9月2日（月）、9日（月）	
19：00〜20：30（全4回）

受講料：10,100円
場　所：飯田橋キャンパス（対面）



20

東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

は
、「
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
23
区
で
発
生
す
る
一
般
廃

棄
物
の
安
定
的
な
全
量
処
理
体
制
の
確

保
に
向
け
清
掃
工
場
等
の
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
5
年
か
ら
北
清
掃
工
場
の
建
替

工
事
と
中
防
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
の

で
、
工
事
の
概
要
と
進
捗
状
況
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

北
清
掃
工
場
建
替
工
事
の
概
要

北
清
掃
工
場
は
、
昭
和
44
年
に
初
代

工
場
が
稼
働
し
、
そ
の
後
、
建
替
え
を

行
い
、
平
成
10
年
に
二
代
目
工
場
が

し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。
今
回
二
代
目
工

場
の
焼
却
設
備
が
耐
用
年
数
を
迎
え
た

た
め
、
令
和
5
年
2
月
に
稼
働
を
停
止

し
、
建
替
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。

新
工
場
の
焼
却
能
力
は
、
6
0
0
ト

ン
／
日
と
二
代
目
工
場
と
比
べ
変
わ
り

ま
せ
ん
が
、
焼
却
炉
を
2
基
に
分
け
、

1
炉
あ
た
り
3
0
0
ト
ン
／
日
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
公
害
防
止
設
備

の
導
入
に
よ
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
抑

え
ま
す
。
煙
突
の
高
さ
は
、
二
代
目
工

場
と
同
じ
く
1
2
0
メ
ー
ト
ル
で
す
。

新
工
場
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

新
工
場
は
、「
環
境
に
配
慮
し
、
地

域
に
親
し
ま
れ
る
清
掃
工
場
」
と
い
う

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、「
緑
地
と

の
調
和
」、「
環
境
と
の
共
生
」、「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
」、「
施
設
の
強
靭

化
」
の
4
つ
の
基
本
方
針
で
、
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
周

辺
環
境
と
の
調
和
や
、
ご
み
の
焼
却
に

よ
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
、
浸

水
防
止
設
備
の
設
置
に
よ
る
施
設
の
強

靭
化
な
ど
を
行
い
ま
す
。

建
替
工
事
の
進
捗
状
況

令
和
6
年
7
月
現
在
、
解
体
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
計
量
棟
や
飛
灰
搬
出
設

備
棟
な
ど
の
付
属
棟
の
解
体
が
完
了
し

て
い
ま
す
。

飛
灰
搬
出
設
備
棟
の
解
体
で
は
、
解

体
前
に
設
備
を
洗
浄
し
、
付
着
物
を
除

去
し
ま
し
た
。

工
場
棟
で
は
、
飛
灰
搬
出
設
備
棟
と

同
様
に
焼
却
設
備
を
洗
浄
し
た
後
、
設

備
の
解
体
作
業
を
順
次
進
め
て
い
ま

す
。
解
体
が
完
了
し
た
部
分
に
つ
い
て

は
、
外
壁
パ
ネ
ル
や
床
な
ど
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
躯
体
の
撤
去
も
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
の
撤
去
で

は
、
騒
音
、
振
動
、
粉
じ
ん
の
発
生
を

抑
制
で
き
る
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
工
法
を
採

用
し
、
近
隣
へ
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

新
工
場
の
し
ゅ
ん
工
は
令
和
12
年
2

月
の
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
は
、
安

全
に
工
事
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

周
辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
清
掃
工
場
を
目
指
し
て
建
替

工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

北清掃工場建替工事の概要
及び進捗状況

～北清掃工場が新しくなります～

［工事概要］
■工事場所　東京都北区志茂一丁目2番36号
■敷地面積　約20,000m2（緩衝緑地を含む）
■工　　期　令和5年2月28日〜令和12年2月28日
■施 工 者　三菱・フジタ特定建設工事共同企業体
■建設工事　工 場 棟　�鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、 

鉄骨造地上5階／地下3階　高さ約31m
　　　　　　煙 　 突　高さ約120m
■プラント　焼 却 炉　全連続燃焼式火格子焼却炉（廃熱ボイラ付）
　　　　　　焼却能力　600トン／日（300トン／日・炉×2基）
　　　　　　発電設備　定格出力　約20,000kW

新工場イメージ図

飛灰搬出設備の洗浄状況

ワイヤーソー工法 工場棟外壁パネルの撤去状況
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中防不燃・粗大ごみ処理施設整備工事の概要
及び進捗状況

～既存施設を稼働しながら新施設を建設します～

周
辺
地
域
の
環
境
対
策
や
選
別
精
度

の
向
上
に
よ
る
最
終
処
分
量
の
削
減
を

図
る
た
め
、
中
防
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン

タ
ー
第
一
プ
ラ
ン
ト
跡
地
に
新
た
に
中

防
不
燃
・
粗
大
ご
み
処
理
施
設
を
建
設

し
ま
す
。

既
存
施
設
の
稼
働
と
新
施
設
の
建
設

23
区
内
の
不
燃
・
粗
大
ご
み
の
処
理

を
円
滑
に
行
う
た
め
、
既
存
の
粗
大
ご

み
破
砕
処
理
施
設
と
中
防
不
燃
ご
み
処

理
セ
ン
タ
ー
第
二
プ
ラ
ン
ト
を
稼
働
し

な
が
ら
、
新
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

ピ
ー
ク
時
に
は
、
約
4
0
0
名
も
の
工

事
関
係
者
が
従
事
し
ま
す
。
既
存
施
設

は
、
工
事
期
間
中
も
ご
み
処
理
施
設
と

し
て
操
業
を
継
続
し
ま
す
。

新
施
設
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

新
施
設
は
、「
周
辺
環
境
に
配
慮
し
、

循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
す
る
施
設
」

を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

新
施
設
の
特
徴

①�

共
通
設
備
を
持
た
な
い
独
立
し
た

2
系
統
と
す
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か

1
系
統
が
停
止
し
た
場
合
で
も
、
も

う
1
系
統
だ
け
で
処
理
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
不
燃
ご
み
と
粗
大
ご
み

の
処
理
時
間
帯
を
分
け
、
処
理
す
る

機
器
を
共
通
化
し
、
機
器
点
数
を
削

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
効
率
的
で
安

定
し
た
処
理
」
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②�

鉄
や
ア
ル
ミ
な
ど
の
資
源
を
可
能
な

限
り
回
収
す
る
こ
と
で
、「
最
終
処

分
量
の
削
減
」
に
貢
献
し
ま
す
。

③�

作
業
エ
リ
ア
を
全
て
屋
内
と
す
る
こ

と
で
、
騒
音
や
振
動
の
低
減
、
臭
気

対
策
な
ど
「
環
境
保
全
の
配
慮
」
に

寄
与
し
ま
す
。

整
備
工
事
の
進
捗
状
況

現
在
、
既
存
の
受
入
貯
留
ヤ
ー
ド
棟

の
屋
根
、
大
型
標
識
な
ど
の
解
体
を

行
っ
て
お
り
、
鉄
骨
等
を
適
切
な
範
囲

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
で
切
断
し
、
移
動
式
ク

レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
、
解
体
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
場
管
理
ツ
ー

ル
を
活
用
し
、
施
工
者
と
監
督
員
間
で

情
報
の
伝
達
と
共
有
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
解
体
現
場
で
の
安
全
、
品
質
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

新
施
設
の
し
ゅ
ん
工
は
令
和
10
年

1
月
の
予
定
で
す
。
工
期
は
新
施
設
建

設
の
ほ
か
、
第
一
プ
ラ
ン
ト
解
体
工
事

も
含
め
て
約
4
年
4
カ
月
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
整
備
工
事
は
既
存
施
設

を
稼
働
さ
せ
な
が
ら
の
解
体
及
び
建
築

工
事
と
な
り
ま
す
の
で
、
周
辺
環
境
に

十
分
配
慮
し
、
安
全
に
整
備
工
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

建
設
部
建
設
課
）

［工事概要］
■工事場所　東京都江東区海の森二丁目4番79号
■敷地面積　約85,700m2
■工　　期　令和5年9月27日～令和10年1月31日
■施 工 者　極東開発・東急・岩田地崎特定建設工事共同企業体
■建設工事　受入貯留ヤード棟　高さ約20m、鉄骨造
　　　　　　破 砕 処 理 棟　高さ約16m、鉄筋コンクリート造、
　　　　　　　　　　　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造
　　　　　　選 別 処 理 棟　高さ約28m、鉄筋コンクリート造、
　　　　　　　　　　　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄骨造
■プラント　処　理　能　力　�420トン／6時間 

（210トン／6時間×2系統）

既存施設配置図新施設配置図

新施設イメージ図

受入貯留ヤード棟屋根の解体状況

大型標識の撤去作業
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（競馬事務局　広報課）

　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 購買金額

4 6/3～6/7 12,047,138,870円 1,384,976人 2,409,427,770円 276,995人 8,700円 131.9% 155.1% 85.0%

友好交流記念イベント「サンタアニタウィーク」開催

トラッキングシステム運用開始
TCKでは、より観やすく、わかりやすいレース映像をお客様にお届けするため、6月5日から競走馬トラッキングシス
テムの運用を開始しました。トラッキングシステムとは、GPSセンサーを出走馬のゼッケンに装着し競走馬の位置取り
やスピードなどを計測するシステムのことで、これらをレース映像にリアルタイムで表示することによって、よりわか
りやすいレース映像の提供が可能になります。
今後も、TCKではより快適・便利にレース観戦や勝馬投票をお楽しみいただけるよう観戦環境を整備してまいります
ので、ぜひご注目ください。

＜実施概要＞
対 象 競 走：メイン競走及び最終競走（計2競走）
放 送 場 所：�TCK場内及び場外発売所各モニター、�

東京シティ競馬中継（MX2）などのテレビ中継、�
南関東4競馬場公式ウェブサイト、地方競馬ライブ

東京シティ競馬（TCK）では、7月29日（月）〜8月2日（金）の第7回開催を
「サンタアニタウィーク」と題して、米国・サンタアニタパーク競馬場との
友好交流記念イベントを実施します。1995年にアメリカ西海岸にあるサンタ
アニタパーク競馬場と友好交流提携を締結して以来、TCKでは「サンタアニタトロフィー（SⅢ）」、サンタアニタパー
ク競馬場では「TOKYO CITY CUP（G3）」が友好交流競走として毎年実施されているほか、騎手や調教師の交流も行
われてきました。今回の「サンタアニタウィーク」では、アメリカングルメや競馬グッズ、雑貨などを販売する店が並
び、場内はアメリカムード一色に。この機会にぜひ、TCKへお越しください。

6月5日東京ダービー（JpnⅠ）▶▶▶
トラッキングシステムを使用した
レース映像をご覧いただけます。
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黒潮盃（SⅢ）
●8月14日（水）
●1,800m
春のクラシックロードを戦った実績馬や秋の飛躍を期す有力馬が激しいレースを繰り広
げる3歳馬限定重賞です。「3歳ダート三冠競走」の最終戦「ジャパンダートクラシック」へ
の優先出走権が付与されるトライアルレースとして、見逃せない一戦となっています。
＜1着馬・2着馬にジャパンダートクラシックの優先出走権を付与＞

8月の開催予定

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

黒潮盃

大井競馬開催大井競馬開催

船橋競馬開催

浦和競馬開催

川崎競馬開催

競

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

7月の開催予定

馬 開 催 日

大　　　　　井

浦　　　　　和

船　　　　　橋

川　　　　　崎

1 2 3 4 5 6 7 8 9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催川崎競馬開催

競

浦和競馬開催

大井競馬開催

優駿スプリント サンタアニタトロフィー

昼間・薄暮開催トゥインクルレース開催

サンタアニタトロフィー（SⅢ）
●7月31日（水）
●1,600m
TCKと米国・サンタアニタパーク競馬場は友好交流提
携を結んでおり、このレースは米国で行われる
「TOKYO CITY CUP」の交換競走として実施されて
います。TCK唯一のハンデ重賞としてトゥインクル
レース最盛期に行われることから、実力伯仲の熱い
レースが期待されます。
＜1着馬に日本テレビ盃およびテレ玉杯オーバルスプ
リントの優先出走権を付与＞

優駿スプリント（SⅡ）
●7月10日（水）
●1,200ｍ
3歳馬限定のスプリント重賞（1,200m）として2011
年に新設されました。短距離のスペシャリストを目指
す若駒たちがしのぎを削るレースで、このレースの優
勝馬は秋以降の古馬勢（4歳以上馬）との対決でも活
躍が目立ちます。
＜1着馬・2着馬にアフター5スター賞の優先出走権を
付与＞


